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金　　額 金　　額

千円 千円

1,951 6,663

242,453 73,593

238,603 218,695

219 290

24,309 85,225

3,456 6,356

472,523 38,360

24,812 22,245

-202 流動負債合計 451,429

流動資産合計 1,008,127 負債合計 451,429

（純資産の部）

株主資本

9,261 資本金 90,000

23,124 資本剰余金

0 その他資本剰余金

182,887 資本金資本準備金減少差益 290,000

110 資本剰余金合計 290,000

1,377 利益剰余金

16,707 利益準備金 95,000

有形固定資産合計 233,467 その他利益剰余金

繰越利益剰余金 494,386

637 (内、当期純損失) (726,263)

10,908 利益剰余金合計 589,386

無形固定資産合計 11,546 株主資本合計 969,386

純資産合計 969,386

167,674

投資その他の
資産合計

固定資産合計 412,688

資産合計 1,420,815 負債・純資産合計 1,420,815

<1>

長期前払年金費用

167,674

投資その他の資産

無形固定資産

電話加入権

無形固定資産

器具

備品

機械装置

工具

建物附属設備

構築物

固定資産

有形固定資産

建物

未収入金 預り金

短期貸付金 電子記録債務

未収消費税 賞与引当金

仮払消費税否認額引当金

仕掛品 未払費用

貯蔵品 未払法人税等

前渡金 前受金

流動資産 流動負債

現金及び預金 支払手形

売掛金 買掛金

貸　　借　　対　　照　　表

（資産の部） （負債の部）

(千円未満は、切り捨て表示)

(令和４年１２月３１日現在)

勘 定 科 目 勘 定 科 目



個　別　注　記　表

　　重要な会計方針に係る事項に関する注記

　　貸借対照表及び損益計算書の作成に当たって採用した重要な会計処理の原則及び手続きは

　　次の通りである。

１．棚卸資産の評価方法及び評価基準

　　製品・仕掛品　　　　　　　　　　　個別法による原価法、製品・仕掛品の一部については、個別法による低価法

　　貯蔵品　　　　　　　　　　　　　　　個別法による原価法

２．減価償却資産の減価償却の方法

　１）有形固定資産（リース資産を除く）　定額法を採用している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耐用年数および残存価格については、法人税法の定めと同一の基準によっている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人税法の改正に伴い、平成19年3月31日以前に取得した資産については、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の適用により取得価格の5％に達した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業年度の翌事業年度より、取得価格の5％相当額と備忘価格との差額を5年間に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたり均等償却し、減価償却費に含めて計上している。

　２）無形固定資産（リース資産を除く）　定額法

　３）リース資産　　　　　　　　　　　　リース期間を耐用年数とし、定額法

３．引当金の計上基準

　　　退職給付引当金　　　　　　　　　　　従業員の退職給付に備えるため、親会社の年度末におけるグループ会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 退職給付債務を数理計算し、それに基づき翌期から費用計上している。

４．消費税等の会計処理方法　　　　　　　税抜方式

５.．要な会計方針の変更　　　　　　　　該当事項はありません。

<２>
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